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市
議
会
第
４
回
臨
時
会
が
７
月
27
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
臨
時
会
で
は
、
松
尾
地
区
と
安
代
地
区
に
ま
た

が
る
安
比
高
原
ス
キ
ー
場
周
辺
の
字
名
を
「
安
比
高
原
」

に
変
更
す
る
議
案
な
ど
、
合
わ
せ
て
５
議
案
が
提
案
さ
れ
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

全
会
一
致
で
可
決
し
た
も
の

▼
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

せ
ん
に
関
し
意
見
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

９
月
30
日
を
も
っ
て
人
権
擁

護
委
員
の
任
期
が
満
了
す
る
田

川
春は

る

雄お

氏
（
清
水
）
を
、
再
び

同
委
員
に
推
せ
ん
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

▼
字
の
区
域
及
び
名
称
の
変
更

に
つ
い
て

安
比
高
原
に
係
る
「
松
尾
第

１
地
割
の
一
部
」
と
「
細
野
の

一
部
」
６
６
６
筆
、
お
よ
そ
８

８
２
謔
の
字
名
を
「
安
比
高
原
」

に
変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
区
域

の
住
所
は
、
10
月
１
日
か
ら

「
〒
０
２
８
―
７
３
０
６
、
八
幡

平
市
安
比
高
原
」
に
変
更
。
平

成
19
年
４
月
か
ら
は
、
行
政
区

名
も
「
安
比
高
原
」
と
な
る
予

定
で
、
児
童
は
松
野
小
学
校
に

通
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問

今
後
、
大
更
な
ど
の
密
集

地
を
「
大
更
何
丁
目
」
な
ど
と

分
か
り
や
す
い
よ
う
に
変
更
す

る
考
え
は
な
い
か
。

答

今
後
検
討
す
る
時
期
が
来

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
状
で

は
考
え
て
い
な
い
。

▼
平
成
18
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

歳
出
歳
入
を
、
そ
れ
ぞ
れ
１

０
７
５
万
４
０
０
０
円
追
加
す

る
も
の
で
す
。
補
正
の
主
な
も

の
は
、
市
税
過
誤
納
金
還
付
金

５
６
１
万
５
０
０
０
円
、
電
算

シ
ス
テ
ム
変
更
業
務
委
託
料
１

１
２
万
５
０
０
０
円
、
八
幡
平

地
熱
発
電
事
業
計
画
検
討
委
員

会
委
員
報
酬
26
万
６
０
０
０
円

な
ど
で
す
。

問

八
幡
平
地
熱
発
電
事
業
計

画
検
討
委
員
会
に
つ
い
て
、
Ｎ

第4回
臨時会

松尾第１地割と細野の一部

字名を「安比高原」に変更字名を「安比高原」に変更

地域住民の要望を受け、字名が変更した安比高原

田川春雄氏
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Ｅ
Ｄ
Ｏ
（
独
立
行
政
法
人
　
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合

開
発
機
構
）
側
は
、
高
い
確
率

で
の
事
業
化
を
前
提
と
し
て
調

査
に
入
る
と
い
う
意
向
で
あ
る

が
、
事
業
化
に
向
け
て
の
判
断

基
準
で
あ
る
採
算
性
や
周
辺
へ

の
影
響
な
ど
は
ク
リ
ア
で
き
る

と
判
断
し
て
い
る
の
か
。

答

国
策
と
し
て
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
を
進
め
て
き

て
い
る
の
で
、
本
市
は
地
熱
開

発
な
ど
の
地
下
資
源
を
有
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
は
非
常
に

有
望
視
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ

検
討
委
員
会
で
十
分
に
議
論
し

て
い
き
た
い
。

問

事
業
化
が
可
能
だ
と
い
う

調
査
結
果
が
出
た
場
合
、
発
電

事
業
に
市
が
か
か
わ
っ
て
く
る

の
か
。

答

採
算
性
が
取
れ
れ
ば
、
第

３
セ
ク
タ
ー
方
式
を
取
る
と
い

う
前
提
で
の
調
査
と
な
る
。

問

２
次
利
用
と
し
て
の
熱
水

利
用
を
検
討
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

答

２
次
的
な
熱
水
利
用
も
視

野
に
入
れ
る
が
、
地
熱
発
電
を

主
眼
に
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

▼
八
幡
平
市
農
業
委
員
会
委
員

の
推
せ
ん
に
つ
い
て

議
会
推
せ
ん
の
農
業
委
員
が

８
月
31
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

と
な
る
の
で
、
新
た
に
２
人
を

市
議
会
か
ら
推
せ
ん
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

推
せ
ん
に
つ
い
て
は
、
議
長

に
お
い
て
指
名
推
せ
ん
す
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
後
、
田
村
恵

美
子
さ
ん
（
野
駄
）、
北
口
ハ
マ

子
さ
ん
（
土
沢
）
の
両
名
を
推

せ
ん
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
選
挙
に
よ
る
委
員
に

つ
い
て
は
、
在
任
特
例
の
期
間

満
了
に
伴
う
市
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
が
８
月
20
日
に
告
示
さ

れ
ま
し
た
が
、
旧
町
村
単
位
に

設
け
ら
れ
た
選
挙
区
の
委
員
定

数
（
西
根
選
挙
区
16
人
、
松
尾

選
挙
区
７
人
、
安
代
選
挙
区
７

人
）
と
立
候
補
者
数
が
同
じ
だ

っ
た
た
め
、
立
候
補
者
全
員
が

無
投
票
で
当
選
し
ま
し
た
（
当

選
者
の
氏
名
は
、
広
報
は
ち
ま

ん
た
い
９
月
７
日
号
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）。

賛
成
多
数
で
可
決
し
た
も
の

▼
西
根
中
学
校
屋
内
運
動
場
建

設
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に

関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て西

根
中
学
校
屋
内
運
動
場
建

設
工
事
の
請
負
契
約
を
、
株
式

会
社
奥
村
組
東
北
支
店
・
株
式

会
社
吉
田
組
特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体
と
締
結
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。
工
期
は
平
成
19

年
２
月
28
日
ま
で
、
契
約
金
額

は
３
億
８
５
３
５
万
円
で
す
。

問

共
同
企
業
体
で
の
入
札
を

行
う
金
額
的
な
基
準
は
。

答

２
億
円
以
上
の
場
合
に
検

討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

問

市
外
業
者
の
指
名
基
準
は
。

答

地
元
発
注
の
考
え
か
ら
、

県
内
に
事
業
所
が
あ
る
企
業
を

優
先
し
て
い
る
。
市
内
の
建
築

に
は
Ａ
級
か
ら
Ｃ
級
ま
で
ラ
ン

ク
が
あ
る
が
、
市
内
の
Ａ
級
３

社
だ
け
で
の
発
注
は
、
入
札
事

務
上
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

問

設
計
額
、
予
定
価
格
、
請

負
率
は
い
く
ら
か
。

答

設
計
額
に
対
す
る
請
負
率

は
94
・
77
％
で
あ
る
。
現
在
、

設
計
額
と
予
定
価
格
は
公
表
し

て
い
な
い
が
、
今
後
の
検
討
課

題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問

こ
う
い
う
厳
し
い
状
況
の

中
に
あ
っ
て
、
入
札
指
名
に
関

し
て
は
、
で
き
る
だ
け
市
内
に

お
金
が
回
る
よ
う
、
さ
ら
に
工

夫
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答

共
同
企
業
体
の
割
合
が
５

対
５
に
最
も
近
く
な
っ
て
い
る

ほ
か
、
部
分
発
注
や
分
離
発
注

の
ほ
と
ん
ど
が
市
外
の
業
者
に

落
札
す
る
実
態
に
あ
っ
た
の
で

一
括
発
注
と
し
、
発
注
の
際
も

で
き
る
だ
け
地
元
業
者
を
使
う

よ
う
お
願
い
し
て
い
る
の
で
、

仕
事
そ
の
も
の
は
今
ま
で
以
上

に
市
内
業
者
に
発
注
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。
今
後
に
つ
い
て

は
、
鋭
意
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

図．字名の変更区域

北口ハマ子さん 田村恵美子さん

安代地区

松尾地区

凡　　例

字名の変更区域

（新「安比高原」）

旧松尾村該当分

（八幡平市松尾第１地割）

旧安代町該当分

（八幡平市細野）


